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登壇 

 

司会：おはようございます。定刻となりました。本総会は、インターネットを通じてバーチャル出
席をされている株主様向けにライブ配信を行っております。撮影はスクリーン映像および登壇者席

付近のみといたしますが、やむを得ずご来場の株主様が映り込んでしまう場合もございます。あら

かじめご了承くださいますようお願い申し上げます。 

また、株主総会の模様を録音、録画、公開等することは固くお断りさせていただきます。会場では

スマートフォン等はマナーモードに設定の上、通話はお控えください。株主の皆様におかれまして

は、ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。 

では、岡村社長、よろしくお願いします。 

岡村：おはようございます。当社の社長、岡村直樹でございます。本日はご多用中にかかわらず、
当社の株主総会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。本日は、私が株主総会の議

長を務めさせていただきます。 

それでは、ただ今から、アステラス製薬株式会社、第 20期定時株主総会を開会いたします。 

本総会は、既にご案内のとおり、この会場にお集まりいただいている株主様と、インターネットを

通じてバーチャル出席されている株主様の双方を合わせての開催とさせていただきます。円滑に議

事を進行していくよう努めてまいりますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、法令および当社定款の定めに従い、第 20期定時株主総会招集ご通知等の株主総会資料を当

社および東京証券取引所のWebサイトに掲載することにより電子提供を行っております。別途書

面交付請求をいただいていない株主の皆様には、この招集通知の抜粋版の書面をお送りしておりま

す。本日、会場の受付においては書面交付請求をいただいた株主の皆様に交付した招集通知と同じ

ものをお渡ししており、本総会で言及する招集通知のページ数は、電子提供している招集通知およ

び会場でご出席の株主様に本日受付でお渡しした招集通知に記載のページ数ですので、あらかじめ

ご承知おき願います。 

それでは、本日の目的事項として、招集通知 9ページに記載のとおり、報告事項および決議事項で

ある第 1号議案から第 3号議案を提出いたします。また、本総会における全ての決議事項につきま

しては、必要な定足数を既に満たしていることをここにご報告いたします。 
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本日の議事進行でございますが、ただ今スライドでお示ししている順序にて執り行いたいと思いま

す。 

まず、報告事項の報告、決議事項である議案の説明をいたします。その後、株主様からのご質問を

三つに分けて回答いたします。 

まず初めに、招集通知にてご案内の方法により、事前にいただいたご質問について回答いたしま

す。次に、会場にてご出席の株主様から、報告事項と決議事項に関するご質問、ご意見、動議を含

めた全てのご発言をまとめてお受けいたします。 

そして最後に、バーチャル出席の株主様からのご質問、ご意見に回答いたします。バーチャル出席

の株主様からのご質問等の方法は、招集通知 15ページをご覧ください。バーチャル出席の株主様

からのご質問等の受け付けは、本総会の開会時点から事前質問への回答完了時までとさせていただ

きます。45分間程度の質問受付時間があると想定しております。 

以上の 3通りのご質問に対する回答が終了しましたら、議案の採決へ移らせていただきます。その

際、議案への投票時間を私がお知らせしますので、その時間内に投票していただきますようお願い

いたします。 

なお、招集通知 14ページに記載いたしましたとおり、動議につきましては株主総会の手続きに関

するもの、および議案に関するものを含め、全て会場出席の株主様からご提出いただいたもののみ

取り上げ、バーチャル出席の株主様からのご提出は受け付けないこととさせていただいておりま

す。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

また、本日登壇している役員の中には日本人以外の者もおります。その者から回答する際は、通訳

を介して行わせていただきます。 

それでは、報告事項および議案の審議に先立ちまして、監査等委員会から監査報告を行います。連

結計算書類に係る会計監査人からの監査報告も含め、一括して監査等委員からご報告いたします。 

それでは、中山取締役、よろしくお願いいたします。 

中山：監査等委員会委員長の中山でございます。監査等委員会において審議した結果につきまし
て、監査等委員会を代表し、私よりご報告申し上げます。 

当社、第 20期事業年度の取締役の職務執行についての監査の結果につきましては、招集通知 88

ページの監査等委員会の監査報告書に記載のとおりでございます。事業報告およびその附属明細書

については、いずれも法令、定款に従い、会社の状況を正しく示していることを認めます。取締役
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の職務執行についても不正の行為、法令定款に違反する重大な事実は認められません。内部統制シ

ステムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。 

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても指

摘すべき事項は認められません。 

次に、連結計算書類ならびに計算書類、およびその附属明細書の監査でございますが、会計監査

人、EY新日本有限責任監査法人により招集通知 84ページから 87ページの監査報告書に記載のと

おり、報告および説明を受けております。 

会計監査人の独立性、監査の方法および品質管理体制等について検討した結果、連結計算書類なら

びに計算書類およびその附属明細書に関する会計監査人の監査の方法および結果は相当であると認

めます。 

以上、当社、第 20期事業年度の取締役の職務執行についての監査の結果につきましてご報告申し

上げました。 

岡村：続きまして、事業報告、連結計算書類および計算書類の報告へ移ります。なお、当事業年度
の事業報告につきましては、招集通知の 29ページから 72ページならびに当社および東証のWeb

サイトに掲載しているとおりです。 

また、連結計算書類および個別の計算書類につきましては、招集通知の 80ページから 83ページ

ならびに当社および東証のWebサイトに掲載しているとおりです。 
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では、これより第 20期の連結業績の概要ならびに 2021年度から開始した 5カ年の中期経営計画

である経営計画 2021の 4年目の振り返りにつきまして報告させていただきます。 

 

こちらは注意事項です。これからご説明する内容は将来の見通しを含んでおり、実際の結果と異な

る可能性があることをご了承ください。 
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まずは、2024年度連結業績の概要です。 

コアベースの業績は、フルベースの業績から当社が定めた特定の重要な調整項目を除いて、会社の

本来の収益力を示すことができるように調整したものです。当期の連結業績コアベースは、売上収

益が 1兆 9,123億円で、前期比 19.2%の増加となり、アステラス発足以来、過去最高を達成いたし

ました。重点戦略製品が大きく成長し、売上収益の拡大に貢献いたしました。 

販売費及び一般管理費は 8,430億円、米国における XTANDIの共同販促費用を除くと、5,905億円

でした。販管費率は前期から 3.1パーセントポイント改善いたしました。全社レベルでコスト最適

化を追求する取り組みである Sustainable Margin Transformationの施策により、効果的な費用管

理を行いました。 

研究開発費は 3,277億円、前期比 11.4%の増加となりました。その結果、コア営業利益は 3,924億

円、前期比 41.7%の増加となり、こちらもアステラス発足以来過去最高を達成いたしました。 
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続いて、フルベースでの連結業績です。 

営業利益、税引前利益、当期利益はいずれも増加いたしました。営業利益は 410億円、前期比

60.8%の増加となりました。当期利益は 507億円、前期比 197.7%の増加となりました。 

 

続きまして、経営計画 2021の 4年目である当期の活動、成果について説明いたします。 
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2021年度から 5年間の中期経営計画として、経営計画 2021を策定し、実行しております。本日

は、経営計画 2021の四つの戦略目標に沿って、2024年度の成果を報告いたします。 

 

戦略目標 1は、患者さんのより良いアウトカムの実現です。 

主要製品の 2024年度業績について説明します。 

今後の成長ドライバーである重点戦略製品の PADCEV、IZERVAY、VEOZAH、VYLOY、

XOSPATA の合計売上は 3,400億円に迫り、前期から約 1,800億円、110%増加と、2倍以上に成長

いたしました。これらの製品群は収益性が高いため、売上収益への貢献のみならず、利益成長を大

きく牽引いたしました。 

PADCEV の売上は 1,641億円、前期から 787億円、92%増加と 2倍近い成長を実現しました。発

売する全ての地域で売上が拡大しました。転移性尿路上皮がんの一次治療における適応症の承認国

は着実に増加しており、承認後の市場浸透も好調に推移しています。 

IZERVAYは米国で発売してからまだ約 1年半ですが、売上は 583億円まで拡大いたしました。競

合品から約 6カ月遅れで発売しておりますが、2024年度の第 2四半期から、新規患者における第

1選択薬としての位置付けを確立しています。添付文書の一部変更に関する米国当局における申請

手続きの影響により、昨年 11月から一時的に成長が鈍化しましたけれども、本年 2月に承認され

て投与期間の制限がなくなり、その後は処方拡大トレンド回復の兆候が確認できております。 
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VEOZAHの売上は 338億円まで拡大しました。米国の成長に加えて、他の市場においても着実に

発売国が拡大し、売上成長に貢献しました。グローバルで既に 43カ国で承認され、そのうち 24

カ国で発売されています。 

VYLOY は昨年 6月の日本での発売を皮切りに着実に発売国が増加し、売上は 122億円に達しまし

た。CLDN18検査の普及率が想定を上回り、グローバル全体で期待以上の立ち上がりとなっていま

す。 

XOSPATA の売上は 680億円、前期から 129億円、23%増加しました。販売する全ての地域で着実

に売上が拡大し、現在の再発または難治性急性骨髄性白血病の適応症において高いマーケットシェ

アを維持しています。 

XTANDIの売上は 9,123億円、前期から 1,618億円、22%増加しました。米国を中心に全てのマー

ケットで売上が拡大し、グローバル全体で XTANDIのピーク売上水準に到達したものと考えてい

ます。 

 

続きまして、主要製品の開発の主な進展を説明します。 

PADCEV は、転移性尿路上皮がんの二次治療以降を対象とした中国での申請が 8月に承認されま

した。また、一次治療の適用追加について、昨年 8月に欧州、9月に日本、本年 1月に中国でそれ

ぞれ承認を取得しました。 
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IZERVAYは、米国で添付文書の一部変更の承認を本年 2月に取得しました。また、日本では条件

付き承認制度に基づく申請を本年 2月に実施しました。一方、欧州医薬品委員会との議論の結果に

基づき、欧州医薬品庁に提出していた販売承認申請は昨年 10月に取り下げました。私たちは、

IZERVAYが臨床試験で示した加齢黄斑変性の地図状萎縮病変の進行速度を抑制する効果は臨床的

に意義のあるものであり、本製品の臨床プロフィールには引き続き自信を持っています。 

地図状萎縮は、不可逆な視覚障害や失明をもたらす可能性のある重篤な疾患ですが、現在多くの国

では承認された治療法がありません。現在までに英国、カナダ、オーストラリアを含む 9カ国で承

認申請を完了しており、さらなる申請の提出も計画しています。 

VYLOY は、昨年 6月に日本で発売以降、欧州および米国を含む 15カ国で発売されました。ま

た、昨年 12月には中国で承認を取得しました。膵腺がんを対象とした第Ⅱ相試験においては、独

立データモニタリング委員会による中間解析が実施されました。この結果、最終解析までの試験継

続が勧告されました。 

XTANDIは昨年 4月に欧州、7月に中国において追加適応症の承認を取得しました。 

 

続きまして、中長期的な成長を牽引する重点戦略製品のピーク時売上予想をお示しします。 

XTANDIの独占販売期間満了後、その売上を補うことができるかは、当社が重点戦略製品と位置付

ける製品、PADCEV、IZERVAY、VEOZAH、VYLOY、XOSPATA の成功にかかっています。

PADCEV のピーク時売上予想は 4,000億円から 5,000億円です。IZERVAYのピーク時売上予想は
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2,000億円から 4,000億円です。VEOZAH のピーク時売上予想は 1,500億円から 2,500億円です。

VYLOY、XOSPATA のピーク時売上予想は、それぞれ 1,000億円から 2,000億円です。今後のさら

なる成長を期待しています。 

 

戦略目標 2は、科学の進歩を確かな「価値」へです。 

当期における Focus Areaアプローチの主な進展と今後の見通しについて報告します。 

Primary Focus標的タンパク質分解誘導の ASP3082は、KRAS G12D 変異体を標的とするタンパ

ク質分解誘導剤です。 

KRAS G12D変異は、膵腺がん、非小細胞肺がん、大腸がんなどにおいて高い割合で見られます。

当期の大きな進展として、膵腺がんにおいて、第Ⅰ相試験の二次および三次治療のデータに基づき

PoC を達成、すなわち臨床試験データに基づき、製品コンセプトの検証に成功しました。 

Primary Focusから初めての臨床 PoC であり、極めて重要なマイルストーンを達成できたことを

大変うれしく思っております。さらに、非小細胞肺がんでは、2025年度前半に、大腸がんでは

2025年度後半に、それぞれ臨床 PoC の見極めを予定しております。その他の Primary Focusの基

幹プログラムも 2025年度に見極めを予定しています。 

Primary Focusがん免疫からは、がんを対象とした二重特異性抗体の ASP2138が、食道胃接合部

腺がんを対象として 2025年度前半に、Primary Focus遺伝子治療からはポンペ病を対象とした



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

AT845、Primary Focus再生と視力の維持・回復からは、地図状萎縮を伴う加齢黄斑変性を対象と

した ASP7317が 2025年度後半に、それぞれ臨床 PoC の見極めを予定しております。 

当社の持続的な成長を実現するためには、研究開発における優先順位を戦略的に見直し、生産性を

高めていく必要があります。これから収斂のフェーズへと移行するに当たり、臨床 PoC 見極めに

成功した Primary Focusの後期開発にしっかりと投資し、旗艦プログラムおよび後続プログラムを

加速いたします。 

そして、Focus Areaアプローチから生み出された製品が XTANDIの独占販売期間満了後の売上に

貢献するよう、パイプライン価値の向上に引き続き努めてまいります。 

 

戦略目標 3は、Rx+ビジネスの進展です。当期は二つの主な進展がありました。 

一つ目です。心不全管理を目的とした非侵襲的なデジタルヘルスソリューション、DIGITIVA に関

して初期販売を開始し、米国の医療団体、Desert Oasis Healthcareにて試験的に導入されまし

た。 

二つ目です。低活動膀胱を対象とした体内埋め込み型医療機器に関して、米国食品医薬品局から早

期フィージビリティ試験実施の承認を取得しました。Rx+ビジネスを通じて患者さんへ新たな価値

を届けてまいります。 
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戦略目標 4は、サステナビリティ向上の取り組みを強化です。 

2024年度の取り組みの例として、マレーシアにおける保健医療のアクセス向上への取り組みがも

たらす社会的インパクトの貨幣価値換算をご紹介いたします。 

当社が取り組んでいる保健医療へのアクセス向上に関する活動は、グローバル規模でさまざまなも

のがございます。これらの活動を通じて、社会的なインパクトをもたらしていると考えております

けれども、そのインパクトを可視化できていないという課題がありました。 

そこで、2024年度はこの課題に取り組みました。具体的には、当社が支援しておりますマレーシ

アの BEAUTY & Healthプログラムの中でも大腸がんにフォーカスを当て、活動によってもたらさ

れる社会的インパクトの貨幣価値換算を行いました。 

当プログラムは、マレーシアの地域コミュニティにおいて、がん疾患に対する認識を高め、がん検

診を促進しています。この活動により、がんの早期発見や治療を通して予後が改善するというアウ

トカムが期待されます。 

当社は 100万ドル、日本円では 1.5億円の寄付を通じてプログラムを支援しています。当プログラ

ムの社会的インパクトを五つの価値に分類した上で、そのうち本活動に該当する医療的価値、心理

的価値、経済的価値の三つの観点から貨幣価値換算を行いました。 
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その結果、貨幣価値換算すると 460万ドル、日本円では 6.8億円の社会的価値を生み出すことが示

唆されました。これまで保健医療へのアクセス向上に関する取り組みについて、このような貨幣価

値換算は参考となる先行研究がほとんどなく、非常に挑戦的な試みでしたが、投資家の皆様からも

好意的な評価をいただいています。 

 

続いて、当社が現在取り組んでおります三つの全社的な優先事項をご説明します。 

XTANDIの独占販売期間満了を乗り越えて、さらなる成長を目指すための戦略的な取り組みとし

て、三つの全社的な優先事項を定めています。 

一つ目は、Growth Strategy、将来の売上収益拡大に不可欠な重点戦略製品の価値を最大化するこ

とです。二つ目は、Bold Ambition、研究開発を加速し、長期的成長を牽引するパイプラインの価

値を高めることです。三つ目は、Sustainable Margin Transformation、コスト最適化を追求し、

コア営業利益率 30%を目指すことです。 

これらの取り組みに対して重要な指標を設定し、取締役会が進捗状況を厳格にモニタリングしなが

ら実行しております。 
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続いて、ガバナンスの強化として、独立社外取締役による新たな取り組みである Enterprise 

Priority Monitoring Group、略称 EPMの設置について説明します。 

先ほど説明いたしました三つの全社的な優先事項の実施について、独立社外取締役による客観的な

監督機能をより高めるために、独立社外取締役のみが参加する会合である外役会の中に新たに

EPMを設置し、昨年 11月から活動を開始いたしました。 

EPMの目的は 3点あり、取り組みの現状や見通しに対する独立社外取締役の理解を深め、進捗状

況に対する取締役会による、より良いモニタリングを実現し、独立社外取締役が取締役会において

監督・助言等を行うための意見交換や調整の機会を充実させることです。 

強化されたガバナンス体制のもと、引き続き三つの全社的な優先事項を実行し、長期的な成長を追

求しながら、継続的な価値の創出と提供に取り組んでまいります。 
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このスライドでは、株主還元方針について説明します。 

成長を実現するための事業投資を最優先し、中長期的な利益成長に基づき、配当は安定的かつ持続

的に向上させるという従来の方針に変わりはありません。 

経営計画 2021の期間中は、堅調な利益成長予想に基づき、より高い水準の配当を目指します。

2025年度は、4円増配の 78円を予想しています。 
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最後に、当社の組織における価値観と行動について紹介します。 

私たちの企業文化は、2010年に導入した共通の行動規範、Astellas Wayによって形づくられてま

いりました。その後、事業の進展や多様なニーズに応じて、全社で 66にのぼる行動規範が派生的

に作成され、それぞれの目的に沿って活用されてきましたが、こうした取り組みは一定の成果を上

げてきましたけれども、全体としては複雑化し、課題も見えてきました。 

そこで、私たちはこれらの行動規範を簡素化、統合し、本年 4月から組織における価値観と行動を

導入しました。この新たな枠組みでは、患者さんの価値を中心に据え、私たちの価値観を誠実さ、

イノベーション、変革への挑戦、それぞれ英語では Integrity、Innovation、Impact、三つを合わせ

て 3I（スリーアイ）と呼んでおりますが、この三つを私たちの価値観と定め、行動として、勇気、

迅速な対応、One Astellas、成果へのこだわり、責任感を掲げています。 

この変革を通じて、社員一人一人がより明確な共通認識のもとで行動し、連携を強化しながら、患

者さんの価値を生み出していくための力を高めてまいります。 

当社は、変化する医療の最先端に立ち、科学の進歩を患者さんの価値に変えるべく努力を続けてま

いります。今後とも、皆様のご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

以上、ご報告申し上げました。 
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続けて、決議事項につきまして順に説明いたします。第 1号議案、監査等委員でない取締役 9名選

任の件です。現在の監査等委員でない取締役 7名全員は、本総会終結のときをもって任期満了とな

ります。つきましては、監査等委員でない取締役 9名の選任をお願いしたいと存じます。 

候補者は、安川健司、岡村直樹、杉田勝好、田中孝司、桜井恵理子、宮﨑正啓、大野洋一、アンド

レアス ブッシュ、マーク エネディの 9名です。また、候補者のうち田中孝司、桜井恵理子、宮﨑

正啓、大野洋一、アンドレアス ブッシュ、マーク エネディの 6氏は社外取締役候補者です。 

従いまして、本議案が承認されますと、監査等委員でない取締役は 9名となり、そのうち 6名が社

外取締役となります。グローバルかつ医薬品業界における豊富な経験や見識等を有する社外取締役

2名を新たに迎えることにより、当社取締役会の多様性を拡充し、監督機能および実効性をさらに

強化できるものと考えております。各候補者の略歴などにつきましては、招集通知 18ページから

24ページに記載のとおりです。 

続きまして、第 2号議案、監査等委員である取締役 1名選任の件です。本総会終結のときをもっ

て、現在の監査等委員である取締役のうち、秋山里絵氏が任期満了となります。つきましては、監

査等委員である取締役 1名の選任をお願いしたいと存じます。候補者は秋山里絵氏の 1名です。 

秋山里絵氏は社外取締役候補者です。廣田里香、中山美加、荒牧知子の 3氏は、引き続き監査等委

員である取締役として在任いたします。従いまして、本議案が承認されますと、監査等委員である

取締役が 4名となり、そのうち 3名が社外取締役となります。なお、本議案につきましては監査等

委員会の同意を得ております。候補者の略歴などにつきましては、招集通知 25ページから 26ペ

ージに記載のとおりです。 

続きまして、第 3号議案、監査等委員でない社外取締役の報酬額改定の件です。当社の監査等委員

でない社外取締役の基本報酬限度額は、2019年 6月 18日開催の当社第 14期定時株主総会の第 6

号議案において、年額 1億 3,000万円としてご承認いただき、現在に至っております。本議案は、

監査等委員でない社外取締役に支給する基本報酬額を年額 2億 5,000万円以内と改めて定めること

についてご承認をお願いするものです。 

当社を取り巻く事業環境が変化する中、経営計画の達成や持続的な企業価値の向上に向けて、取締

役会の構成における多様化を一層促進し、かつ優秀な人材を獲得、保守できる競争力のある報酬水

準を実現するために、相当な報酬額の上限の設定であると考えております。 

なお、社外取締役の報酬等は、固定報酬である基本報酬のみとなります。本議案の詳細につきまし

ては、招集通知 26ページに記載のとおりです。 
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以上、本総会の決議事項である議案について説明いたしました。 
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質疑応答  

(補足：総会当日ご紹介できなかった質問も含むすべての質疑応答は当社ウェブサイトに掲載しております） 

 

岡村 [M]：続きまして、株主様から事前にいただいたご質問のうち、本日は 4問について回答させ

ていただきます。 

質問 [Q]：一つ目です。株価対策および今後の成長戦略に関する質問を複数いただきました。 

岡村 [A]：これらについて私から回答いたします。 

まず、株価の低迷についてですが、取締役会および経営陣全体として、現在の状況を非常に重く受

け止めております。私は、現在の当社の株価は過小評価されていると考えています。私が社長を拝

命した 2023年度頃から、重点戦略製品の発売や市場への浸透などにより、当社は持続的な成長フ

ェーズに入りました。2024年度には過去最高の売上収益およびコア営業利益を達成しており、こ

の成長軌道の継続を今後も目指します。 

一方で、フルベースの業績や研究開発においては期待どおりの成果を上げられていない現状は真摯

に受け止めたいと思います。フルベースの業績では、過去に取得した資産に対する大幅な減損損失

が影響いたしました。 

研究開発の生産性向上に向けては、患者中心の組織体制へと移行し、研究と開発を統合しました。

研究開発担当の谷口の強力なリーダーシップのもと、体制を強化しております。 

XTANDIの独占販売期間終了に伴う課題についても、先ほどご説明させていただきました三つの全

社的な優先事項を定め取り組んでおります。また、それらの優先事項について、独立社外取締役に

よる客観的な監督機能をより高めるための仕組みを新設し、ガバナンス体制の強化も実施いたしま

した。 

本年度で経営計画 2021を締めくくり、現在は次期中期計画の策定を鋭意進めているところでござ

います。取締役会も含め徹底的な議論を重ね、より強固で堅実な中期経営計画を策定する所存でご

ざいますので、ぜひご期待ください。 

当社の強固な事業基盤と持続可能な成長を反映した株価の公正な評価を確保するため、株式市場の

皆様との対話に引き続き真摯に取り組んでまいります。 

以上、ご回答申し上げました。 

https://www.astellas.com/jp/investors/shareholders-meeting/20thQA
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質問 [Q]：続きまして、二つ目は、今後の増配の可能性や減配の有無に対する質問や、業績の着実
な向上を期待しており、堅実な事業運営を通じた安定的な株主還元を望んでいますなど、配当に関

するご質問、ご意見を複数いただきました。 

岡村 [M]：これらについて、財務担当の北村から説明いたします。 

北村 [A]：財務担当の北村でございます。当社の株主還元方針について説明させていただきます。 

安定的な増配は、多くの株主の皆様が重視されていると認識しております。私たちは、株主の皆様

への利益還元と持続的な企業価値の向上に向けた投資のバランスを常に意識して取り組んでおりま

す。2024年度の年間配当は、1株当たり 74円であり、前年対比 4円の増配でした。2025年度は

年間配当として 1株当たり 78円、前年対比 4円の増配を予想しております。 

当社では、株主の皆さんに対し長期的で持続可能な価値の提供を常に目指しており、配当はその価

値の一部だと考えております。当社の株主還元を含む資本配分の方針につきましては、成長を実現

するための事業投資を最優先し、利益、資金計画および実績に基づいた配当と、余剰資金が生じた

際の機動的な自己株式取得です。 

当社の強固な事業基盤の維持に努めつつ、必要に応じ定期的に株主還元を含む資本配分について検

討し、株主の皆様にとって最大の価値を提供できるよう努めてまいります。 

以上、回答申し上げました。 

質問 [Q]：三つ目です。中国で拘束されている社員の現状について、会社としてどのような対応、
働きかけを行っているのか。また、ご家族への支援や中国事業への影響についても説明してくださ

いというご質問をいただきました。 

岡村 [A]：こちらも私から回答いたします。 

本件につきましては、関係する皆様方に大変ご心配をおかけしております。従業員の方の健康、安

全が確保されるように、ご家族への支援も含め、引き続き関係各所と連携しながら適切に対応して

まいります。現在、刑事手続き進行中のため、これ以上のコメントは控えさせていただきたく、ご

理解いただけますようお願いいたします。 

本事案が当社の中国事業に与える影響ですけれども、当社は革新的で信頼のおける医薬品の提供を

通じて世界中の人々の健康に貢献することを使命としており、中国を含む事業を展開する全ての国

と地域においてそのことに取り組んでおります。当社は、中国を新薬開発における重点地域の一つ
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とし、経営資源を投下してまいりました。現時点で中国ビジネスからの撤退は検討しておりませ

ん。 

以上、ご回答申し上げました。 

次で最後となります。 

質問 [Q]：第 3号議案に関し、業績が芳しくなく株価が大きく低迷している中、社外取締役の報酬

額を引き上げる第 3号議案はどのような観点で提案されたのかという質問をいただきました。 

岡村 [M]：こちらは人事担当の杉田から回答いたします。 

杉田 [A]：人事担当の杉田です。ただ今のご質問につきまして、回答させていただきます。 

今回提案しています、監査等委員でない社外取締役の報酬上限の設定は、今後の取締役会の構成の

変化を踏まえましてご提案をしているものでございます。これまでご承認いただいておりました報

酬上限額につきましては、定款に定める人数の上限を踏まえて設定しておりましたが、国内の社外

取締役の報酬水準を基本としたものでございました。 

今回、新たに 2人の外国籍の社外取締役を候補者としてお諮りしております。社外取締役の構成に

おける多様化を確保し、かつ優秀な人材を獲得、保持できる体制を整えることは、当社を取り巻く

事業環境が変化する中、経営計画の達成や持続的な企業価値の向上を達成するために重要であると

考えております。従いまして、国内だけではなく、欧米諸国の報酬水準も取り入れた報酬上限額を

設定したくご提案申し上げております。 

以上、ご回答申し上げました。 

岡村 [M]：以上が事前にいただきましたご質問への回答です。ご質問をお送りいただいた株主様、
どうもありがとうございました。 

事前にいただいた質問への回答が終了いたしましたので、本総会の冒頭で申し上げましたとおり、

ただ今をもちまして、バーチャル出席の株主様からのご質問、ご意見の受付を終了させていただき

ます。 

それではこれ以降、会場にてご出席の株主様から、報告事項ならびに決議事項に関するご質問、ご

意見、動議を含めた全てのご発言をまとめてお受けいたします。続いて、バーチャル出席の株主様

からの報告事項ならびに決議事項に関するご質問、ご意見に回答します。その後、各決議事項につ

きまして、採決のみを取らせていただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。（拍手）

ありがとうございます。それでは、この方法で進めさせていただきます。 
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会場にてご発言を希望される株主様は挙手をお願いいたします。私が指名させていただきます。指

名を受けられた方は、係の者がマイクをお渡しいたしますので、お手数ですがその場でご起立いた

だき、お手元の出席票の番号をおっしゃった上でご発言ください。お名前はおっしゃらなくて結構

です。ご発言後はマイクを係の者にお戻しの上、ご着席ください。 

なお、冒頭で申し上げましたとおり、現在の模様はバーチャル出席されている株主様向けにライブ

配信されています。質問される方は、会場にいらっしゃらない株主様が視聴されていることをご承

知おきください。本日は、大勢の株主様にご出席いただいておりますので、なるべく多くの株主様

のご質問をお受けするため、ご質問はお一人につき 1回かつ 1問とさせていただきます。 

それでは、ご発言を希望される株主様、挙手をお願いいたします。 

質問 [Q]：米国トランプ政権の関税対応による当社のビジネスへの影響について 

岡村 [A]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、米国トランプ政権の関税対応による
私どものビジネスへの影響についてと承りました。本件につきましては私から回答させていただき

ます。 

関税の動向は当然のことながら注視し、分析を行っております。関税は不公正な貿易慣行に対処す

る目的で戦略的に課せられるべきものであると考えておりますが、患者さんに不利益を与えること

があってはならないと考えております。 

将来、関税の税率が決まった際には、その影響についてガイダンスを差し上げようと思っておりま

すが、現時点でその影響を臆測で示すことは控えさせていただきたいと思っております。影響が出

た際には、さらなるコストの最適化に取り組んでいく所存でございます。 

当社は、遺伝子および細胞医療におきまして、医薬品の製造管理および品質管理の基準に準拠した

製造拠点を米国内に有しております。今のところ遺伝子治療あるいは細胞医療はまだ治験段階です

ので、現時点では商用生産は行っておりません。 

また、遺伝子および細胞医療に限らず、低分子の製造など、既存の米国ビジネスにおいては自社の

商用工場を持っておりませんので、米国の開発、製造の受託機関、CDMOと呼ばれる協力会社を

活用いたしまして製造しているところでございます。 

以上、ご回答申し上げました。 

それでは、ご発言を希望される他の株主様、挙手をお願いいたします。 

質問 [Q]： 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

25 
 

今年度前半に臨床 PoCを迎える ASP2138のその後の開発の計画、あるいはその他のプログラムを

含むがん免疫について、当社パイプラインを説明してほしい。 

 

岡村 [M]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、今年度前半に臨床 PoC を迎える

2138のその後の開発の計画、あるいはその他のプログラムを含むがん免疫においての私どものパ

イプラインの全体像を、なるべく分かりやすくご説明いただきたいというご質問と承りました。ま

た、パイプライン表のようなものを招集通知につけていただきたいというご希望も承りました。 

本件につきましては、研究開発担当の谷口から説明させていただきます。 

谷口 [A]：谷口と申しますが、私からご回答させていただきます。 

まずは、ASP3082の現状でございますけれども、膵腺がんにおける PoC を確認できておりますの

で、今、各規制当局とも協議しながら、今後の実際の承認申請に向けた、いわゆるレジストレーシ

ョン、フェーズ 3の試験の検討をしているところでございます。この品目に関しましては、当然な

がらまだ検討中でございますので、その方向性が決まり次第、皆様方にもご報告させていただきた

いと思っております。 

また、それ以外のこれまでのプロジェクトでございますけれども、例えばがん免疫のプロジェクト

に関するご質問がございましたが、まずはその一番重要な、これから PoC を今年の確認を予定し

ております ASP2138に関しましても、今のところ順調に進んでいるところでございます。 

この 2138は、同様に膵腺がん、そして胃がん等を検討してございますけれども、それ以外の後続

品に関しましても、このがん免疫領域での開発を推進してございます。その中には、現在臨床段階

に入っております 1002と言われます CLDN4と CD137と呼ばれていますけれども、そういう T-

cell Engager とのバイスペシフィック抗体ですね、そういったものもございますし、今後、多くの

パイプラインが臨床入りを予定しているところでございます。 

ということで、いろいろとやめるプロジェクトもございますが、これからどんどん新しいプロジェ

クトも臨床入りする予定になってございますので、またその準備ができましたらそのときにご報告

させていただければと思っております。ありがとうございます。 

岡村 [A]：なお、株主様からご要望いただきましたパイプラインの表でございますけれども、私ど
もの至らぬところで招集通知には掲載してございませんが、臨床入りしたプログラムの進行につき

ましては、各四半期の決算説明会の資料の中に常にアップデートしたパイプライン表を掲載してご
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ざいますので、もしご興味がございましたらそちらをご参照いただければと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

それでは、ご発言を希望される他の株主様、挙手をお願いいたします。 

質問 [Q]： 

医療の進歩についてお伺いします。iPS 細胞は現在どのような分野で活用されているのでしょう

か？延命治療は実現可能なのでしょうか？また、将来の展望についてもお聞かせください。 

 

岡村 [M]：ご質問ありがとうございます。私なりに夢、ロマンもございますけれども、ここは恐ら
く研究開発担当の谷口からご説明申し上げるのが適当と思いますので、谷口から回答させていただ

きます。 

谷口 [A]：それでは、私から回答させていただきたいと思います。 

iPS細胞に関しては、弊社の一つの方向性として、再生とそして眼科領域というのをやってござい

ます。まずは ASP7317と言われている薬でございますけれども、これは実は iPS の細胞を、いわ

ゆる網膜色素細胞を iPSからつくって、それを実際に細胞治療として患者さんに投与している治験

を現在、米国を中心に進行してございます。(注 1) 

この治療法、このお薬でございますけれども、このお薬も今年度の後半に PoC の見極めができる

ということでございますので、実際に iPS は今、日本でも非常に期待されているという報道を時々

見ますけれども、このお薬に関しては非常にこれから、まずは PoC が取れれば、その後のレジス

トレーション、トライアル、臨床試験、後期開発に進んでいくことが期待されております。(注 1) 

この iPSに関しては、弊社では 7317に限らず、網膜色素変性の領域でも後継品のものも現在基礎

段階に入っておりますし、今後やはり先ほどお話しになられた、がん領域での応用についても、現

在基礎段階で研究している状況でございます。こういったものに関してはまた、その都度進行があ

れば皆さんにご報告させていただければと思っております。(注 1) 

将来的にこういった新しい技術が、化学が、皆様というか人類のどのように影響がある、そして延

命にどういうふうに影響があるかという夢のあるようなご質問でございますけれども、やはりこう

いった新しい治療法というのは革新的治療法ですけれども、なかなか先に行くのは難しい、技術的

なものであるとか、その応用の範囲であるとか、さまざまな検討が必要になってくると思っており

ます。 
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そういった一つ一つの臨床試験を始めて、また基礎の研究も含めて、そういった積み重ねによっ

て、非常にこれまで治療法がなかったような領域での薬の開発が可能になってくると。いわゆるが

ん領域の延命もございますし、先ほどお話しした 7317、ES 細胞から来ているものもありますが、

そういったものに関しては、これまで治療法がなかったような領域、加齢黄斑変性で実際に目が見

えなくなる、そういったこれまでにない領域にまで新しい治療ができるということになりますの

で、やはりこれまでの、いわゆる内服薬であるとか、そうした静注の薬であるとか、そういったも

のと全く違う病気での治療が可能になっていくということを期待しておるという状況でございま

す。 

以上、回答させていただきました。 

岡村 [M]：それでは、ご発言を希望される他の株主様、挙手をお願いいたします。 

質問 [Q]： 

当社の資料では ROEがあまり前面に出ていませんが、上場企業として ROE8%以上という基準も
ある中、株式市場はそうした指標に反応すると思います。取締役会では株価についてどのような議
論がなされているのか教えてください。 

岡村 [M]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、株価が低迷している状況に対して監
督する立場として、取締役会がどのような対応を考えているのかというご質問と承りましたので、

私ではなく、取締役会の議長でございます安川から回答させていただきたいと思います。 

安川 [A]：取締役会の議長をしております、安川でございます。ただ今のご質問については、私か
ら回答させていただきます。 

株価はさまざまな原因で変動いたします。その中には、われわれがコントロールできるもの、ある

いはコントロールできないものもございます。例えば、去年ですとケネディ長官の発言が、あれは

抗肥満薬に対する発言でしたけれども、ああいうときがあると、やはり株価は 100円ぐらい下が

りましたし、また、先ほどご質問もありましたように、アメリカの関税が取り沙汰されると、この

ときも 5%ほど下がりました。この辺はわれわれが直接コントロールできない外的要因でございま

す。 

取締役会としては、やはり内的要因についてどう監督していくかというのが肝になってくると思っ

ております。先ほど岡村の説明のスライド 15にありましたように、会社も三つの優先事項を決め

て対処しております。2021年に現在の中期経営計画を立てたわけですけれども、3年、4年たて
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ば、当初の計画どおりに進むもの、進まないものもございますし、またコロナのような事態が発生

すると、研究開発自体も遅延いたします。 

ということで、計画から外れていることは何なのか、それに対していち早く気づき、いち早く対策

を打てるようになっているのか、この辺が取締役会の監督の肝であり、結果的には株価に影響がし

てくるところだと思っております。 

この辺を強化するべく、先ほどの説明スライド 15、16にもありましたけれども、社外の取締役の

方々で議論をいただいている外役会、ここに新たに EPM を設置しまして、この三つの優先事項に

ついて、より情報を集約し、有効な議論ができるような体制を現在整えております。 

ここには各 CxOが招かれまして、ビジネスの現況を詳しく説明する時間も多く設けております。

これによりまして、社外の取締役の方々は毎日会社に来て仕事をしているわけではないので、有効

な議論をするためには、やはり会社の中で日々起こっていることに対して情報のギャップを少なく

することがキーだと思っております。 

この EPMの中で、より CxOたちからアップデートされた意見を聞くことによって、実際の取締役

会の中での問題点の気づきの早さを上げる、それから対策が取れているのかどうか、その対策は十

分なものなのか、こういうことについての議論の実効性を上げてくる、これが去年のわれわれが中

心的に取り組んだことでございます。 

あと、招集通知等を見てもなかなか将来への期待が書かれていないと、こういうご指摘も受け止め

ております。なるべく臨床試験結果につきましては、学会等で早く発表できるものがあったら発表

できるように、私からも谷口にお願いをしているところでございます。 

以上、ご回答申し上げました。 

岡村 [A]：先ほどの安川の回答に加えまして、執行側を預かっている私から一言付け加えさせてい
ただきます。 

私は常々時価総額といいますか、企業価値といいますか、これは三つの要素の掛け算だと思ってお

ります。 

まず一つは足元の利益です。そこはご指摘もいただいた ROEなど、比較的短期的な指標も含めた

足元の利益をどう評価するかということが 1点。二つ目は、将来の成長です。私たちにとって将来

の成長というのはパイプラインの価値そのものだと思っております。 
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これら二つが経営計画 2021の成果目標の 1番と 3番を掛け合わせると足元の利益になり、2番が

パイプライン価値そのものでございますので、これを何とかそれぞれを上げていくことによって価

値を上げようと考えています。 

三つの全社的優先事項も、Growth Strategyは売上、2番の Bold Ambitionはパイプラインの価

値、3番は営業利益率ですので、売上と営業利益率を掛けることで足元の利益と、このように表現

している次第でございます。 

三つ目の非常に重要な要素が、ステークホルダーの皆様からの信頼だと思っております。残念なが

ら私どもはここ数年、無形資産の減損損失でございますとか、あるいは主力製品の売上予想を下向

きに引き下げるとか、こういったことでステークホルダーの皆様からの信頼を損なってしまったと

いう事実は、これはもう経営陣としてもしっかりと認識していることでございまして。 

そういう意味で、私たちはちゃんとコミットした上で、そのコミットメントをずっと成果を上げ続

けることによって、この失われたステークホルダーの皆様からの信頼を取り戻したいと考えてお

り、そのために努力をしていく所存でございます。 

以上、追加でご回答申し上げました。 

まだご発言を希望される株主様がいらっしゃるようにお見受けいたしますけれども、バーチャル出

席の株主様からもご質問を頂戴しておりますので、会場の株主様からのご発言をあとお一人お受け

して、会場出席の株主様からの質疑を終了させていただきます。 

それでは、ご発言を希望される株主様、挙手をお願いいたします。 

質問 [Q]： 

当社は大衆薬やワクチンを製造しているわけではないため、テレビコマーシャルを打ったからとい

って直接的に売上が伸びるとは思っていません。 

しかしながら、研究開発の内容や会社のビジョンを紹介するようなコマーシャルであれば、企業イ

メージの向上につながり、ひいては株価の上昇にも寄与する可能性があると考えています。 

そこで、テレビコマーシャルを打つことによる費用対効果についての考えを教えてください。 

 

岡村 [A]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、テレビコマーシャルの費用対効果に
ついて、われわれがどう考えているかということを説明してほしいというご質問と承りました。 
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まず、国によりましては、医療用医薬品、つまりお医者様に処方箋を書いて使っていただくお薬に

ついても、一定程度のテレビコマーシャルが認められている国もございます。実は米国はそういう

国の一つでございまして、私どもはわれわれの製品のテレビコマーシャルを米国では行っておりま

す。当然、どれぐらいのテレビコマーシャルを打つかということについてはご指摘のとおり、費用

対効果を考えながら扱っているところでございます。 

一方、日本では医療用医薬品は直接テレビ、あるいは雑誌、新聞なども含めてですが、一般の消費

者の方々に直接宣伝することはできませんので、ご指摘のとおり、仮にテレビコマーシャルを打つ

とすれば、それは疾患の啓発であるとか、企業の経営を紹介するとか、そういったことにならざる

を得ないという現状がございます。 

私どもとしては、直接製品の売上に結び付きにくいテレビコマーシャルについて、費用対効果を図

ることが非常に難しくなっておりますので、われわれとしてはそういうところにお金を使うより

も、実際に患者さんに早く価値をおつくりしてお届けできるような研究開発であるとか、直接製品

の売上に結び付くような他の営業活動であるとか、そちらに重点的に資本を投下しているという現

状でございます。 

ご指摘のとおり、例えば企業のイメージなどを上げるために何か非常に良いチャネルがあるとすれ

ば、そういうことも今後は考えていくと申し上げていいと思いますが、今のところはテレビコマー

シャルを打つお金はできるだけ患者さんのためにお使いしたいというところでございます。 

以上、ご回答申し上げました。 

岡村 [M]：続きまして、バーチャル出席の株主様からのご質問への回答に移らせていただきます。 

本日は、バーチャル出席の株主様から複数のご質問やご意見をいただいておりますが、本総会の目

的事項に関するもので、広く株主様がご関心を持つと考えられる質問を優先して回答させていただ

きます。 

これより、バーチャル出席の株主様からいただいたご質問、ご意見を司会が読み上げた上で、それ

に対して回答をさせていただきます。 

司会 [M]：それでは、バーチャル出席の株主様からの質問に移らせていただきます。本総会は、イ
ンターネットを通じて株主様にご出席いただくことが可能であり、会場の様子をライブ配信させて

いただいております。現時点での確認では、465名の株主様にバーチャル出席をしていただいてお

ります。多くの株主様にご出席いただき、誠にありがとうございます。 

それでは、バーチャル出席の株主様からの一つ目のご質問を紹介させていただきます。 
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質問 [Q]：組織における価値観と行動についてお伺いします。これまで 66にものぼる行動規範が

存在していた中で、今回それらを統合、簡素化されたとのことですが、この新たな枠組みによっ

て、具体的にどのような変化や効果を期待されているのでしょうか。また、社長ご自身がこの取り

組みに込められた思いや狙い、社内にどのように浸透させていきたいとお考えかをお聞かせくださ

い。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 

岡村 [A]：ご質問ありがとうございました。ただ今のご質問は、先ごろ制定した組織における価値
観の行動について、どんな効果を期待しているのか、また私自身がこの取り組みについてどんなこ

とを考えているかというご質問と承りました。本件について、私から回答させていただきます。 

報告のスライドの最後にお示ししたとおり、長らく私どもは、Astellas Wayという行動規範によ

って社員たちを一つにまとめてまいりました。66ものバリエーションがあると聞くと、全然違う

ものがいっぱいあるのかと誤解されてはいけないのですが、この 66は、例えば説明する順序が違

うとか、言葉遣いがちょっとだけ違うとか、補足説明が付いているとか、付いていないとか、そう

いうバリエーションのことでございます。 

ただ、現在の私どもの従業員の状況を見ますと、全世界で約 1万 4,000名の社員がいる中、3分の

2以上が実は日本国外で働いている者たちです。彼らがそれぞれの目的、それぞれの自分の役割に

ひも付けて、さまざまな形で Astellas Wayを解釈していくのも、それはそれで目的にかなってい

るところはありますけれども、ここでもう一度、一つの価値観のセットと、一つの期待される行動

のセットに統合することによって、この 1万 4,000名の社員が、もう一度一つの One Astellas と

して、患者さんの価値をつくり届けることに邁進していきたいと考えた次第です。 

もう一度繰り返しになりますけれども、まずは患者さんを中心に置いて、われわれが大切にしてい

く価値観としては、誠実さ、イノベーション、それからわれわれが与えるインパクトの大きさ、こ

ういったことを念頭に置きながら、勇気を持って賢いリスクテイクをする。それから、患者さんが

お待ちいただいているということを肝に銘じて、迅速な対応を図る。それから、何よりも 1万

4,000名が一つのアステラスとして協働していく。それから、言いっぱなしではなく、ちゃんとそ

れに基づく成果を上げていくことにこだわっていく。 

それについては、一人一人の社員が自分の役割に責任感を持つ、こういう期待される行動を示すこ

とによって、もう一度 1万 4,000名が一枚岩になっていきたいと考えています。 
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4月から、電子教材による研修なども含めて、さまざまな形で周知徹底を図っているところです

が、やはり何といってもわれわれ経営陣、あるいはわれわれのすぐ下にいる部門長たちが率先垂範

をすることが何よりも大切だと思っておりますので、そういう形で組織内への浸透を図ってまいり

たいと考えております。 

以上、ご回答申し上げました。 

司会 [M]：では次に、バーチャル出席の株主様からの二つ目のご質問を紹介させていただきます。 

質問 [Q]：御社が年 1回行っているグローバル・エンゲージメント・サーベイの 2024年調査にお

いて、従業員とのコミュニケーション、透明性、経営陣への信頼、企業戦略の項目でポイントを落

とす結果であったそうですね。実際にリストラ対象外のプロパー社員の退職が相次いでいると聞い

ています。次世代のアステラスを担う人材の流出は御社の安定成長の大きなリスクと思います。こ

の現状をどのように考えておられますか。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 

岡村 [M]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、私どもが毎年行っているグローバ
ル・エンゲージメント・サーベイの 2024年調査において、いくつかの項目で非常にポイントが下

がり、あるいはそれによって何らかの人事面での影響が出ていることに対する見解をお尋ねいただ

いているものと解釈いたしました。本件につきましては、人事担当の杉田から回答させていただき

ます。 

杉田 [A]：それでは、本件につきまして私からご回答させていただきます。 

まず、グローバル・エンゲージメント・サーベイにつきましてですが、これは年に 1回実施をして

おります。社員のモチベーションですとか、あとは会社に貢献したいという意欲、そういったもの

について 50項目ほどの質問について回答をいただいております。 

結果につきましては、毎年トップマネジメントでかなり細かく議論をしておりますし、取締役会に

も結果のご報告を差し上げております。そして、その後、こちらにコミュニケーションという項目

が挙がっておりまして、実際に 24年度の結果、コミュニケーションについては、特に社内のコミ

ュニケーションですけれども、そこについてもう少し改善の余地があるというご意見をたくさんい

ただきました。ですので、そちらについてトップマネジメントの会議でも何度も議論しております

し、取締役会でも取り上げていただきました。 

今年の経営目標の中にも、社員に対するコミュニケーション、社内でどういった形で、これから起

こるような変革ですとか、これから起こる新しいチャレンジ、そういったことをちゃんと伝えてい
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くかということについては、2024年度の経営目標の一つに掲げて、重点目標として対応すること

にしております。それが、まずはグローバル・エンゲージメント・サーベイのこのコミュニケーシ

ョン、透明性というのもかなりコミュニケーションに近いところだと思いますので、そういったこ

とについての現状の取り組みです。 

そして、後段ですけれども、人材の流出といいますか、退職等々についてです。実際の数字的な面

では、何か非常に大きく退職率が上がっているというようなことはございません。数字は確認をし

ております。ただし、今後については、より社内で活躍できる機会を提供するということでいいま

すと、トレーニングというのもありますけれども、むしろ実際に自分で新しいチャレンジをできる

ような新しいお仕事、新しい、例えば海外での役割とか、そういったことをもっともっとこれまで

以上に積極的に提供していくということを決めて、現在ローテーション等々も積極的に進めている

ところです。 

特に能力の高い方ですとか、意欲の高い方が、何をもって会社にとどまるかというと、やはり自分

が活躍できるような場、よく打席に立ってボールを打つという、そういった表現も最近はよく聞か

れますけれども、その打席があるのかないのかという、機会があるのかないのかということについ

ては、やはり特にタレントと言われる人、将来のアステラスを引っ張っていくようなリーダーの人

は特に気にしているところはあると思います。 

ですので、できるだけそういったチャンス、今申し上げたことで言いますと打席、そこを社内で提

供していく、そういったことをどんどん増やしていきたいと思っております。 

このご指摘については真摯に受け止め、今後、人材、将来のリーダーシップの人材、そういったタ

レントが会社を去るようなことがないように日々気をつけていきたいと思います。 

以上、ご回答いたしました。 

司会 [M]：では次に、バーチャル出席の株主様からの、三つ目のご質問を紹介させていただきま
す。 

質問 [Q]：今後の株主総還元、配当性向、DOE、自己株式取得のお考えをお聞きしたいです。よろ

しくお願いいたします。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 

岡村 [M]：ご質問ありがとうございました。ただ今のご質問は、今後の株主総還元に対する方針に
ついてのご質問と承りました。本件につきましては、財務担当の北村から回答させていただきま

す。 
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北村 [A]：財務担当の北村です。ただ今の質問に関しまして、私からご回答申し上げます。 

2024年度の実績として、1株当たり 74円の配当、こちらは対前年で 4円増配でございました。25

年度、今期は 78円を予想しております。 

25年度の予想につきましては、将来の利益成長には引き続き自信を持っておりまして、4円増配

という予想につきましては、経営計画 2021の期間中は、今後もさらなる成長ができるということ

を見据えた上での増配ペースの決定となっております。 

先ほどございました DOEであったり、配当利回りであったりというところでございますけれど

も、これらの指標に関しましては、われわれは具体的な目標、目安というものは非開示としており

ます。 

また、自社株取得につきまして、現時点で方針に変更はございません。先ほども申し上げましたと

おり、資本政策に関しましては、まず継続的な成長のために必要な投資をするとともに、株主の皆

さんに安定的に還元するという配当をしつつ、それでも余剰資金が発生した場合には、速やかに自

社株取得を機動的に行うということでございますけれども、こちらに関しての方針に変更はござい

ません。 

また、配当性向を計算すると、例えば 2024年度の実績に基づく配当性向は、例えば 260%以上と

なっておりますし、本年度、25年度の見込みに関しても、計算すると 108%という形になっており

ます。これは 4年連続で配当性向が 100%を超えるよねというような状況ではあるんですけれど

も、われわれは通常のビジネス、事業からくるキャッシュフローはしっかりと出ておりますし、バ

ランスシートを見ても、資本もしっかりとたまっておりまして、分配可能額はございますので、そ

ういう意味で増配継続は可能と判断しております。 

以上、ご回答申し上げました。 

司会 [M]：では次に、バーチャル出席の株主様からの四つ目のご質問を紹介させていただきます。 

質問 [Q]：第 2号議案に関連してご質問いたします。同議案は、監査等委員会の同意を得ています

から、廣田常勤監査等委員にご質問いたします。秋山氏が監査等委員取締役に選出されますと、監

査等委員取締役 4名全員が女性となります。男性監査等委員取締役は不在となりますが、監査等委

員会の構成上問題はありませんか。あまりにも女性活躍推進を意識した構成ではありませんか。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 
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岡村 [M]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、監査等委員会の構成について全員女
性であることについてのお考えを聞いていらっしゃるものと理解いたしました。ご指名でございま

すので、廣田常勤監査等委員に回答をお願いします。 

廣田 [A]：常勤監査等委員、廣田里香でございます。ただ今の質問についてお答え申し上げます。 

監査等委員である取締役は、多様な視点で議論、検討を行うことの重要性を認識しています。女性

はその多様性の一つではありますが、多様性を支える重要な要素と申しますのはスキルマトリック

スであると捉えております。 

監査等委員会におきましては、会計、法律、経営、研究などの多様性が確保されておりまして、そ

れぞれの専門性や経験を活かして、一般株主の皆様の視点も踏まえて意見を述べております。 

また、過半数である 3名は、独立性の高い社外の監査等委員でございます。ですので、われわれは

監査等委員としての責務を十分理解しまして、監督、職務の執行を通じて企業価値に貢献できるよ

うな監査を実施するということで、女性だからということではなく、それぞれの専門性を活かして

監査の実施をしております。 

女性以外についてもいろいろなバイアスがかかることは承知しております。私につきましては、社

内というバイアスもかかる可能性があります。しかしそこは監査等委員として中立的な立場に立っ

て、それぞれの専門性に基づいて監査を実施していく所存でございます。 

以上、ご回答申し上げました。 

司会 [M]：では次に、バーチャル出席の株主様からの、五つ目のご質問を紹介させていただきま
す。 

質問 [Q]：経営計画 2021で掲げた戦略目標の三つ目である Rx+について、ビジネスとして失敗だ

ったのでしょうか。あまり触れられないことに違和感を感じます。いつ収益化がされると見込まれ

ているのか。その見通し、今後も Rx+を続けていくつもりなのか、しっかり検証いただき、今後の

考えについて教えていただきたい。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 

岡村 [A]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、戦略目標の 3番に掲げた Rx+事業に

ついての現在の評価、それから今後の方針についてのご質問と承りました。本件については私から

回答を差し上げます。 
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まず、もともと Rx+を始めた理由は大きく二つございます。一つは、現在の医療用医薬品の事業環

境が、例えば産業構造の劇的な変化などによって、これまでとおり続けていけるかどうか分からな

い、そういうかなり不確実な将来が来ないとも限らないと考えており、さまざまな形でヘルスケア

に貢献していく一つの手段として、そういう劇的な構造変化に備えておきたいという点が 1点。 

それから、実際には患者さん、あるいはそのご家族にとって、病気というのは診断されるずっと前

から、つまりまだ病気と言われないところから始まり、治療が終わったらそれで終わりかという

と、実際には治療が終わった後も予後の管理であるとか、その後の健康増進であるとか、さまざま

な形で介入の余地があります。 

残念ながら、医療用医薬品はお医者様に処方箋を書いていただいてお使いいただくお薬ですので、

本当にまだ病気でないところから治療を終えた後の予後の管理までを含めてペイシェントジャーニ

ーと言っておりますが、医療用医薬品というのは、この治療という非常に狭いところでしか貢献す

ることができない。だから、われわれが医療用医薬品で培ってきた知見と異分野の技術やノウハウ

を組み合わせることによって、何とかより広いペイシェントジャーニーに貢献できないかという、

こういう二つの狙いから Rx+事業を開始しております。 

始めました当初は、どちらかというとアイデアベースで、さまざまこんなところにニーズがあるの

ではないだろうかとか、自分たちはこんなに面白い技術を見付けてきたから、それとアステラスの

技術を組み合わせたらこんなことができそうじゃないかといったアイデアベースのことをさまざま

試してまいりました。言ってみれば、どんどん発散していくフェーズがずっと続いてまいりまし

た。 

さまざまなことをやった結果、なかなか事業としての継続性、あるいは事業としての拡張性などを

考えた上で、全てをやっていくのはあまりよろしくないということで、先ごろ、収斂の方向、医療

用医薬品の分野でも Primary Focusが発散して収斂していく、発散して収斂していく、これを繰り

返しているわけでございますけれども。Rx+事業についても、収斂のフェーズに入るべきだと判断

しております。 

本日、事業報告の中でもお示しいたしましたとおり、まず一つは、デジタル技術を使った疾病管理

ですとか治療の領域、デジタルセラピューティクスと言われる部分ですが、これは現在、米国

FDA が承認済みの糖尿病の疾病管理のアプリケーションを日本に移植するというプロジェクトを

進行中でございまして、臨床試験が間もなく終わり、これから当局との交渉に入っていくところで

ございます。 
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それからもう一つは、バイオエレクトロニクスと申しまして、非常に小さな医療機器を体内に埋め

込んで、この医療機器がセンシング、つまり体の状態を知るところと、知った情報に基づいて介入

していくところができるような、非常に微小なデバイスで、さらにそれを体外から超音波で電力伝

送ができる。つまり大きなバッテリーを背負って歩かなくても、普通に生活をしながら体の状態を

知り、それに見合った介入を行うと、こういうことを最終的に狙うようなバイオエレクトロニクス

という技術を米国で開発中でございます。こちらについても、低活動膀胱という適応症で臨床試験

の非常に最初のほうでございますけれども実施することができるような承諾を米国 FDA から承っ

ております。 

このデジタルセラピューティクスとバイオエレクトロニクスについて、Primary Focus と同じ考え

方でございまして、フラグシップのプロジェクトがうまくいったら、その領域についてより多くの

プロジェクトに拡大していくと、こういう戦略を取っていきたいと考えておりますので、現在のと

ころは、いずれもまだ開発段階でございますので、いつ収益化が見込めるといったことは本日コメ

ントすることは差し控えたいと思いますけれども。 

医療用医薬品事業で Focus Areaアプローチとしてやっているのと同じような考え方に基づいて、

発散と収斂を繰り返し、かつ収斂したもので良いものができれば、その領域を拡大していくと、こ

ういう形でメリハリの利いた投資を続けていきたいと考えているところでございます。 

以上、ご回答申し上げました。 

司会 [M]：では次に、バーチャル出席の株主様からの六つ目のご質問を紹介させていただきます。 

質問 [Q]：ここ数年、業績修正、特に下方修正が相次いでいます。なぜですか。株主として右往左
往されています。もう少し精度を上げることはできないのでしょうか。当社のガバナンスは機能し

ていますか。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 

岡村 [A]：ご質問ありがとうございます。ただ今のご質問は、ここ数年の業績修正、特に下方修正
についてのご質問と承りました。本件につきましても私から回答させていただきます。 

下方修正、特にフルベースの利益に対する下方修正の原因は、無形資産の減損損失という処理でご

ざいます。この無形資産がどうしてバランスシートの上に、貸借対照表の上に出てくるかと申しま

すと、企業買収したときに、その買収に支払った金額は一体どんな資産を買ったのかということを

評価した上でバランスシートに計上いたします。 
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現在われわれが採用しております国際会計基準に基づきますと、無形資産の中にもいくつかの別々

な形の資産がございまして、そのうち一つはのれん代というのがございます。のれん代は基本的に

は国際会計基準では減損しない、ずっとバランスシートに乗りっぱなしになります。 

私たちが通常やっておりますのは、買収に伴って得た資産それぞれに一体どれぐらいのお金を払っ

たのかということをちゃんと特定して、何を買ったか分からないようなのれん代ではなく、なるべ

く無形資産、この資産とこの資産にいくらずつ支払いましたという形で計上するように努めてまい

りました。 

一方、薬のビジネスの特徴として、必ず開発は成功か失敗かに分かれます。薬の成功確率というの

は、長い目で見ると非常に低いものでございまして、臨床試験の結果が全てが成功するわけではあ

りません。先ほど申し上げたように、それぞれの資産に特定した価値がバランスシートに載ってい

て、その資産の臨床試験が失敗すると、それは価値がないからということで減損損失につながりま

す。 

つまり、われわれは、ちゃんと買ったものが何かということを特定した上で、臨床試験などの結果

に基づいて、もしも駄目だった場合にはそれを P/L上、減損損失として処理すると、こういうこ

とをやってきた次第です。 

なので、医療用医薬品なので全てが成功するわけではないということはご理解いただいた上で、た

だ、実際にそれだけの金額を本当に買収に充ててよかったのかどうかという観点で常に見直しを行

っているところでございますし、なるべく健全な経営ができるように、これからも会社買収等の際

にはきちっと事前に評価もしっかりした上で臨んでまいりたいと考えております。 

以上、ご回答申し上げました。 

時間もそろそろ来ておりますので、バーチャル出席の株主様からいただいたご質問にあと 1問だけ

回答をさせていただきます。 

司会 [M]：それでは、バーチャル出席の株主様からの最後のご質問を紹介させていただきます。 

質問 [Q]：経営計画 2021の最終年度、コア営業利益率を 20.5%、2024年度から 30%超えを達成

するためのポイントとなる具体的施策と見通しをお示しください。 

司会 [M]：岡村議長、お願いいたします。 
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岡村 [A]：ご質問ありがとうございます。経営計画 2021の最終年度である本年度、あるいはそれ

以降について、コア営業利益率 30%を目指していくための具体的な施策や見通しについてのご質

問と承りました。本件につきましても私から回答させていただきます。 

まずは、売上収益を拡大するということが 1点でございます。XTANDIが 9,000億円を超える大型

化しておりまして、ただし XTANDIは間もなく独占販売期間を満了いたしますので、売上収益を

拡大する原動力、売上収益の牽引役としては、先ほど来何度も申し上げている五つの重点戦略製品

の伸長、これによるところが大きいと考えております。 

一方、これらの重点戦略製品は比較的利益率が高い製品でございますので、売上の伸長とともに、

それが直接利益の拡大につながっていくと期待しているところでございます。 

これに加えまして、Sustainable Margin Transformationと呼ばれる費用の最適化プロジェクトに

ついても継続的に進めておりまして、こちらも 2027年度に持続的な効果として、年間 1,200億円

から 1,500億円という目標を掲げておりますが、既に 2024年度にそのうちの 400億円を達成して

いるところでございますので、同様の規模で 2025年度以降も目標である 1,200億円から 1,500億

円というところに向かって全力を尽くしてまいりたいと考えております。 

これらをうまく組み合わせることによって、コア営業利益率 30%という目標に近づけてまいりた

いと考えております。 

以上、ご回答申し上げました。 

岡村 [M]：これをもちまして、バーチャル出席の株主様からの質疑を終了させていただきます。な
お、事前質問ならびに本日株主様から頂戴いたしましたご質問、それらに対する回答につきまして

は、個人情報や企業秘密に関わるなど、公開が適切ではないと判断される場合を除きまして、後

日、当社のWebサイトに掲載予定でございます。 

議長といたしましては十分審議が尽くされたと判断いたしますので、審議を終了し、これより議案

の採決に進みたいと思いますが、いかがでございましょうか。（拍手）ありがとうございます。 

  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

40 
 

議案採決-閉会  

 

岡村 [M]：それでは、これより議案の採決に入らせていただきます。 

まず、会場にてご出席の株主様に投票方法をご案内いたします。受付にてお渡しいたしましたこち

らの出席票に投票用紙が付いております。賛成、反対、棄権、いずれかの記入をお願いいたしま

す。後ほど、係の者が投票用紙を回収に伺います。出席票から切り取って、着席のままお待ちくだ

さい。 

次に、バーチャル出席の株主様におかれましては、お手元に表示されている画面右側の議決権行使

のタブをクリックしてください。その後、各決議事項について、賛成、反対、棄権のいずれかをお

選びください。また、全ての議案に賛成をお選びいただくと、一度で全ての議案に賛成することが

できます。最後に、一番下にある行使ボタンをクリックしていただくことで投票が完了します。操

作方法につきましては招集通知 15ページもご覧ください。 

それでは、先ほどご説明いたしました三つの議案につきまして、ただ今から 2分間で投票をお願い

いたします。 

第 1号議案は、監査等委員でない取締役 9名選任の件でございます。第 2号議案は、監査等委員

である取締役 1名選任の件でございます。第 3号議案は、監査等委員でない社外取締役の報酬額改

定の件でございます。 

2分を経過いたしましたので、ここで投票を締め切らせていただきます。会場の株主様、これから

係の者が投票用紙の回収に伺いますので、出席票から切り取ってお渡しください。少々お時間を頂

戴いたしまして投票用紙を回収し、その後、採決の結果をお伝えさせていただきます。そのままお

席でしばらくお待ちください。確認の間、当社に関する動画をご覧ください。 

岡村 [M]：大変長らくお待たせいたしました。採決の結果をお伝えいたします。第 1号議案、監査

等委員でない取締役 9名選任の件につきましては、書面投票および電子投票による議決権行使も含

め、過半数の賛成をもって原案どおり承認、可決されました。ありがとうございます。 

続きまして、第 2号議案、監査等委員である取締役 1名選任の件につきましては、書面投票および

電子投票による議決権行使も含め、過半数の賛成をもって原案どおり承認、可決されました。あり

がとうございます。 
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続きまして、第 3号議案、監査等委員でない社外取締役の報酬額改定の件につきましては、書面投

票および電子投票による議決権行使も含め、過半数の賛成をもって原案どおり承認、可決されまし

た。ありがとうございます。 

最後に、議決権行使結果の速報値をお示しいたします。第 1号議案、第 2号議案、第 3号議案、

それぞれ表示されている賛成率となりました。なお、この賛成率は速報値でございますので、最終

集計結果は後日開示いたします当社臨時報告書にて報告させていただきます。ご投票いただき誠に

ありがとうございました。 

以上をもちまして、第 20期定時株主総会の議事は全て終了いたしました。これをもちまして、本

総会を閉会いたします。 

それではここで、第 1号議案にて選任いただきました、監査等委員でない取締役をご紹介いたしま

す。安川健司でございます。岡村直樹でございます。杉田勝好でございます。田中孝司でございま

す。桜井恵理子でございます。宮﨑正啓でございます。大野洋一でございます。アンドレアス ブ

ッシュでございます。マーク エネディでございます。 

続きまして、第 2号議案にて選任いただきました監査等委員である取締役をご紹介いたします。秋

山里絵でございます。以上が本日ご選任いただきました役員の紹介です。 

それでは、以上をもちまして全て終了とさせていただきます。本日は誠にありがとうございまし

た。 

［了］ 

______________ 

脚注 
注 1: ASP7317は iPS細胞由来ではなく、ES細胞由来です。訂正後の回答を当社ウェブサイト
に掲載しておりますので、ご覧ください。 
 
会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示します。 
 

  

https://www.astellas.com/jp/investors/shareholders-meeting/20thQA
https://www.astellas.com/jp/investors/shareholders-meeting/20thQA
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